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国立社会保障・人口問題研究所：日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）

2025年の75歳以上人口を1.0としたときの指数

都道府県別にみる後期高齢者人口の将来推計
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国立社会保障・人口問題研究所：日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）

2025年の15-65歳人口を1.0としたときの指数

都道府県別にみる生産年齢人口の将来推計
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都道府県別にみる前期高齢者の独居率

令和２年国勢調査 人口等基本集計
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前期高齢者における要介護３～５認定率（2022年度）

令和４年度介護保険事業状況報告（年報）、令和２年国勢調査をもとに算出
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前期高齢者（65歳以上75歳未満）の人口に占める、要介護３～５認定者数の割合を集計
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沖縄県の病院で働く医師・看護師数（常勤換算）の推移
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都道府県別にみる一般病床における病床利用率の推移

熊本県

福島県

沖縄県 新型コロナウイルスの流行

精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床以外の病床における病床利用率を算出
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医療圏別にみる一般病床における病床利用率の推移

新型コロナウイルスの流行

精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床以外の病床における病床利用率を算出

2016年1月28日
琉球新報

① 医療従事者確保の見通しがない

② へき地の医療従事者が流出する

③ 社会的入院がさらに増加する恐れ
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社会福祉施設の定員数の推移（沖縄県）
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沖縄県の75歳以上人口の増加率を考慮すると、年に約500～600床ずつ社会福祉施設の定員数を増
やしていく必要がある。しかし、実際には年に350床前後の増加に留まっている。とくに特別養護
老人ホームは増えておらず、ほぼ有料老人ホームの増加に依存しているのが現状である。
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厚生労働省：第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数（都道府県別）

市町村が将来必要になると見込んでいる介護職員数について、2022年の実際の職員数を1.0としたときの指数

沖縄県

都道府県別にみる介護職員の将来の必要数
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沖縄県における医療ひっ迫の状況分析図

救急受診の集中的増加 急性期病床の相対的不足

コンビニ利用

往診の不足

入院患者の増加

看護師不足

退院調整難航 働き方改革

夜間休日外来の不足

低い給与水準

念のため入院

非効率な業務

小児医療無償化

地域連携力の低下

少子高齢化

独居世帯の増加

感染症の流行

介護職不足

タスクシェアの遅れ

医師高齢化 不安定

基礎疾患の放置
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保健教育の不足
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高い未婚/離婚率

健康への無関心 住民参加の軽視

本土流出

医療ＤＸの遅れ

病院偏重の文化

下り搬送の遅れ

医療計画

回復期の不足

刹那的報道

観光客増加

要介護

不明瞭な地域戦略

交流不足

外国人材導入の遅れ 若者不在の地域づくり

少ない研修機会

医師偏在

不明瞭な役割分担

現場感覚の欠如急性期在宅不足

ＡＣＰの遅れ

希薄・孤独

休職者の増加

医療ひっ迫

沖縄県が直面している医療環境の変化

１）少子高齢化の急速な進行（地域差あり）

２）医療需要と介護需要の長期かつ持続的な増大

３）医療と福祉の複合ニーズを有する住民の増加

４）医療需要の季節変動による医療ひっ迫の発生
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